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Seven chome Roppongi is where generic urban space caused by the large-scale urban development in 
recent years and the site-specific urban space that exists in situ from the old days are mixed. Therefore, 
there is distortion at the boundary of the two urban space, urban space and urban rich to create together is 
lacking. In this project, we plan to select the location where you want to cross the urban space of those two 
grounds, there 'architecture that connects the urban space conflict, enriching the whole urban space'. 
As a method of connecting two urban space, configured in a three-dimensional spiral "Community 
Center and the Museum of Art" program that is derived from the location of each, connected by a "library" 
of the two programs. 
Coexist with each program interact, this architecture is a complex function of the three, the lowering in 
a counter electrode connecting the two places. Encounters and unexpected discovery is triggered, in this 
architecture, and brings unprecedented 'change' a little bit of the 'richness' to the city.  
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1. はじめに	 
〈都市と建築〉	 
私はこれまで建築の設計を取り組む上で、常に都市
との関係性を意識して計画を進めてきた。現在の東京
に目を向けてみると、1 敷地 1 建築の構図の中、建築
は絶えず更新し続け、都市全体としての一体的な豊か
さは失っているように感じられる。さらに言えば、東
京における建築のカオスな状態が、都市が本来持って
いるはずの魅力を見えなくしていているのではない
だろうか。	 
	 私は、その「都市が本来持っているはずの魅力」を
引き出し、さらには都市に対して良い変化や影響を与
える事ができる建築のあり方を考えながら、今回の計
画を構想する。	 
	 〈複合機能建築〉	 
	 通常、機能（プログラム）は人々の活動の場所とし
て用意されるものと考えられる。しかし、機能が複合
されることで成り立つ建築においては、その機能の複
合が人々の新たな活動を生むことがある。私はそこに
「新たな空間」が生まれる可能性を感じた。  
	 本計画のテーマとして、この「複合機能建築」を扱
うことで、都市の中に新たな空間を生み出し、都市に
対して影響を与えるような建築を構想していく。	 
	 
2. 敷地	 
六本木七丁目は、昔からその場に存在する〈サイ
ト・スペシフィックな都市空間〉と近年の大規模都市
開発によって引き起こされた〈ジェネリックな都市空
間〉が混在した場所である。そのため、そのふたつの
都市空間の境界には歪みが生じ、都市が一体となって
作り出す豊かな都市空間が欠如している。  
①	 都市構造  
この場所は地区の外周である大通り沿いには高層
の建築が建ち、中に入ると低層の建築が建ち並ぶ、い
わゆる「ガワとアンコ」の都市構造となっている。本
計画の敷地は、そのガワとアンコを繋げるような形状
にある。  
②	 地域差  
アンコである住宅群はガワである商業群・オフィス
群に取り囲まれている。これは、近年周辺において立	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 て続けに起きた大規模な再開発事業によって引き起
こされたものと考えられる。「グローバル化した市場
経済の巨大な力によって作り上げられたジェネリッ
クな都市性」と「昔からこの場所に存在するであろう
その土地固有のサイトスペシフィックな都市性」が隣
り合わせで存在している。  
	 ③地形  
	 7丁目の中でも特に、赤く塗られた今回の敷地に 4m
近くの高低差がある。これら三つ特徴から、敷地が二
つの地域の分節点にあることがわかった。  
 
3. 設計・研究要旨	 
(	 1	 )	 都市を結ぶ複合機能建築のあり方	 
	 敷地調査から、六本木七丁目は昔から存在する〈サ
イト・スペシフィックな都市空間〉と近年の大規模都
市開発によってもたらされた〈ジェネリックな都市空
間〉があることが分かった。それぞれの場所性から導
き出されるプログラム（コミュニティセンター・美術
館）をリボンのように螺旋状に結び、その二つのプロ
グラムを「図書館」というプログラムで繋ぐ。そうし
てできた建築は、それぞれのプログラムが互いに影響
し合いながら共存し、対極な二つの場所を繋ぎながら
も、都市に対して少しの‘変化’と今までにない‘豊
かさ’をもたらす。	 
 
(	 2	 )二種類のグリッドに基づく設計手法	 
この建築の平面は、「敷地のラインによって導き出さ
れるグリッド」と、「敷地のラインに対して斜めに引
かれたグリッド」によって構成される。斜めのグリッ
ドは、ダイナミックな空間と立体的な空間の繋がりと
平面の方向性を生み出す。この二つのグリッドによ
り、多様で豊かなシーンを作り出し、単調な空間に変
化を加えた場を作り出した。	 
 
(	 3	 )	 新たな図書空間の可能性	 
	 これからの図書空間は、情報の多様化と肥大化に呼
応するフレキシブルな空間である必要があると考え
る。図書空間を「箱の中」から「箱の外」へと移行す
ることで、その情報の変化に呼応する場を構築してゆ
く。また同時に、複合機能建築としての図書館建築を
考察する。先ほど述べたように、これからの図書建築
の空間として「箱の外」の空間に可能性があると考え
る。すると、他の機能を結ぶような図書空間のあり方
はないであろうか？図書空間とは違った機能が引き
起こすシーンと図書のシーンが混じり合うことで、一
つの豊かなシーンを描く。そういった建築を構想し
た。  
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